
8広川町議会だより 　 第1 0 0 号

№ 質 問 者 質問事項

1 下田めぐ み 1 . ボラ ンティ アの現状を踏まえ、今後の町の方向性

2 竹下 英治

1 .2 0 2 5 大阪・ 関西万博「 地方創生 SD G s フ ェ ス」

への出展

2 . 機関誌、 報道新聞等の購入状況

3 辻 満晴
1 . 農業継続のための対策

2 . 今後の防犯カ メ ラ の設置

4 江藤美代子

1 . 広川町中央公民館

2 . こ ども 誰でも 通園制度

3 . 広川町の農業

5 藤島 玄稔

1 . 豊かな町づく り の為の施策

2 . 広報活動や啓発活動

3 . 人権啓発活動

4 ． 教職員の不祥事防止に向けた取組み

6 池尻 浩一
1 . 観光への取組み

2 . 鳥獣害対策

7 水落 龍彦 1 . 多文化共生推進計画の進捗状況と 課題

8 梶原 一美 1 . 主任児童委員の定数欠

　 一般質問は、 議員が一般

事務に対し 、 その執行状況

や将来の方針、 政策、 提言

や行政課題等を 執行者に直

接質すも のです。

　 YouTube で録画配信をし

ています。 ぜひ、 ご視聴く

ださ い。

一 般

質 問

町政を 問う ！ 一般質問

議会傍聴し てみませんか

Y o u T u b e でも 配信し ています

　 広川町議会は、 役場４ 階の議場で、 直接、 議会の様子を傍聴するこ と

ができます。 会議開催中は、 自由に出入り でき ます。

　 議会の日程、 各議員の一般質問の内容一覧など、 ホームページで見るこ と ができ ます。

　 あなたも 、 一度、 覗いてみませんか。

傍聴席は、 あなたのおいでを待っ ています。

①まず受付をし ます。

②奥へ進みます。

③入り 口のド アがあり ます。

④よう こ そ、 傍聴席へ！
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町政を 問う ！ 一般質問

　

マ
ッ
チ
ン
グ
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
は

社
会
福
祉
協
議
会
と

協
議
を
重
ね
検
討
し
て
い
く

答

下田めぐ み下田めぐ み 議員 議員

下
田

　
6 5
歳
以
上
が
3 0
％

を
超
え
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
強
化
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
む
人
材
確

保
・
育
成
は
必
要
不
可
欠

だ
。
人
材
不
足
に
な
り
人

を
探
し
て
も
遅
い
。
将
来

の
た
め
に
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
問

う
。

町
長

　
多
様
な
主
体
か
ら

の
声
も
聴
収
し
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
す

る
仕
組
み
を
確
保
し
て
い

る
。
登
録
者
の
技
能
や
希

望
分
野
の
内
容
を
集
約

し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
の
運
用
強
化
を
進
め
て

行
く
。

下
田

　
隙
間
時
間
で
も
参

加
出
来
る
、
マ
ッ
チ
ン
グ

型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
を

提
案
す
る
。
登
録
強
化
は

も
ち
ろ
ん
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
の
募
集
や
マ
ッ
チ
ン

グ
が
必
要
。
善
意
だ
け
に

頼
ら
ず
不
可
欠
な
場
合

は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
導
入
す
る
自
治
体
も
多

い
。
ポ
イ
ン
ト
制
な
ど
の

検
討
は
。

町
長

　
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
タ

イ
ム
を
久
泉
で
テ
ス
ト
と

し
て
実
行
す
る
。
問
題
点

や
困
り
ご
と
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
、
政
策
提
案
し
て

い
き
た
い
。
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
立
ち
上
げ
て
い

る
。
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議

を
重
ね
検
討
し
て
い
く
。

▲

川瀬区
　 いき いき 会

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

機
関
誌
等
の
購
入
見
直
し
を

見
直
し
結
果
は

極
力
お
知
ら
せ
す
る

竹下　 英治竹下　 英治 議員 議員

答
竹
下

　
役
場
及
び
図
書

館
、
学
校
で
の
機
関
誌
、

報
道
新
聞
等
の
購
入
状
況

を
伺
う
。

町
長

　
役
場
職
員
の
専
門

知
識
向
上
等
の
た
め
、
機

関
誌
1 2
誌
、
報
道
新
聞
5

紙
を
購
入
。

教
育
長

　
事
務
局
で
教
育

行
政
の
動
向
把
握
等
の
た

め
教
育
新
聞
等
を
、
図
書

館
で
利
用
者
閲
覧
の
た
め

新
聞
5
紙
を
、
ま
た
小
中

学
校
で
は
教
職
員
の
社
会

情
勢
、
専
門
情
報
収
集
等

の
た
め
各
種
機
関
誌
、
及

び
児
童
生
徒
の
学
習
用
資

料
と
し
て
こ
ど
も
新
聞
等

を
購
入
。

竹
下

　
県
内
を
含
み
一
部

の
自
治
体
で
は
公
金
を

使
っ
て
、
機
関
誌
を
購
入

し
て
い
る
。
広
川
町
に
そ

れ
は
な
い
が
、
他
の
機
関

誌
、
報
道
新
聞
等
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
社
是
が

あ
り
、
ま
た
そ
の
編
集
長

や
部
長
ク
ラ
ス
に
は
政
治

経
済
外
交
防
衛
に
係
る
政

治
的
理
念
が
あ
る
。
役
場

等
で
購
入
中
の
機
関
誌
や

報
道
新
聞
等
の
な
か
に

は
、
そ
の
購
入
開
始
時
期

が
不
明
な
も
の
、
今
後
の

購
入
継
続
の
是
非
が
未
検

討
な
も
の
も
多
い
。
令
和

8
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
、
公
平
・
中
立
を
旨
と

し
た
そ
れ
ら
機
関
誌
等
購

入
の
見
直
し
を
提
案
す

る
。

町
長

　
見
な
お
し
結
果
を

で
き
る
限
り
知
ら
せ
る
。

教
育
長

　
引
き
続
き
努
力

す
る
。

▲

各種新聞
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町政を 問う ！ 一般質問

地
域
計
画
周
知
の
進
捗
状
況
と

　
　
新
規
就
農
者
へ
の
新
た
な
対
策
は

代
表
者
へ
の
説
明
の
み
に
と
ど
ま
り
、
新
規
就

農
者
へ
の
対
策
は
ソ
フ
ト
面
を
充
実
し
て
い
る

辻
　
令
和
7
年
度
の
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
の
面
積

と
集
積
率
は
。

町
長

　
集
積
面
積
４
８
３

ha
、
集
積
率
7 1
・
２
％
で

あ
る
。

辻
　
今
年
3
月
に
作
成
し

た
「
地
域
計
画
」
に
は
地

図
上
に
1 0
年
後
の
耕
作
者

や
、
今
後
土
地
の
売
却
や

賃
貸
希
望
も
落
と
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

町
長

　
現
時
点
は
現
状
地

図
で
あ
り
、
今
後
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。
「
地
域

計
画
」
の
周
知
は
農
業
委

員
会
や
農
政
区
長
会
等
で

は
行
っ
て
い
る
が
、
耕
作

者
ま
で
の
説
明
は
で
き
て

い
な
い
。

辻
　
八
女
市
で
は
、
新
規

就
農
者
に
対
し
市
独
自
で

１
０
０
万
円
の
最
長
3
年

助
成
し
、
８
年
間
で
延
べ

１
７
８
名
の
支
給
を
行
い
、

新
規
就
農
へ
確
保
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

町
長

　
財
源
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
広
川
町
の
新
規

就
農
者
が
少
な
い
要
因
を

調
査
す
る
。

辻
　
広
川
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
の
話
し
合
い
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

　
私
も
そ
の
よ
う
な

場
で
広
川
町
の
農
業
の
未

来
を
語
り
あ
う
場
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
う
。

そ
の
他

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て
の
質
問
し
、
既
存
の

設
置
状
況
を
踏
ま
え
、
効

率
的.

・
効
果
的
な
手
法

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

と
の
回
答
を
得
た
。

江藤美代子江藤美代子 議員 議員辻　 　 満晴辻　 　 満晴 議員 議員

答

広
川
の
農
業
を
守
り
、

　
　
　
発
展
さ
せ
る
政
策
を

就
農
者
に
切
れ
目
な
く

支
援
を
行
う

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

答
江
藤

　
広
川
町
の
農
業

は
、
基
幹
産
業
と
し
て
町

の
暮
ら
し
経
済
を
支
え
て

き
た
。
そ
の
実
態
と
推
移

は
ど
の
よ
う
か
。
課
題
は

何
か
。

町
長

　
農
家
戸
数
３
６
９
、

就
業
人
数
９
５
９
人
、
平

均
年
齢
は
6 6
・
９
歳
。
減

少
傾
向
で
あ
る
。
課
題
は
、

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、

労
働
力
の
安
定
確
保
が
難

し
い
こ
と
と
考
え
る
。

江
藤

　
新
規
就
農
者
に
、

空
き
ハ
ウ
ス
の
活
用
を
勧

め
た
り
、
町
と
し
て
助
成

し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長

　
空
き
ハ
ウ
ス
の
活

用
は
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
、

情
報
周
知
に
努
め
て
い
る
。

江
藤

　
「
朝
３
時
か
ら
作

業
を
す
る
」
「
人
を
雇
っ

た
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
た
り
す
る

と
、
経
費
が
大
き
い
」
「
今

の
状
態
で
は
、
子
ど
も
に

農
業
を
継
い
で
く
れ
と
は

い
え
な
い
」
な
ど
切
実
な

声
が
あ
る
。
農
家
の
方
の

努
力
だ
け
に
頼
っ
て
い
て

は
広
川
の
農
業
は
守
れ
な

い
。
現
在
の
働
き
方
、
所

得
で
は
農
業
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
る
。
対
策
を
求

め
る
。

町
長

　
担
い
手
の
育
成
が

重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
や
県

と
も
連
携
し
て
、
研
修
や

就
農
直
後
か
ら
定
着
ま
で

切
れ
目
な
い
支
援
行
う
。

▲作業中の　 いちごハウス

▲認定農業者研修会

そ
の
他

　
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
う
と
の
答
弁

を
得
た
。



1 1 広川町議会だより 　 第1 0 0 号

町政を 問う ！ 一般質問

梶原　 一美梶原　 一美 議員 議員

鳥
獣
害
対
策
の
課
題
は

後
継
者
育
成
が
大
事

池尻　 浩一池尻　 浩一 議員 議員

答
池
尻

　
イ
ノ
シ
ン
等
に
よ

る
鳥
獣
被
害
が
町
の
広
範

囲
に
広
が
っ
て
い
る
。
被

害
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長

　
令
和
６
年
度
は
捕

獲
数
４
１
３
頭
、
農
地
で

6 2
ア
ー
ル
、
金
額
で
４
１

４
万
円
。
７
年
度
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。

池
尻

　
以
前
、
狩
猟
免
許

の
取
得
や
更
新
時
の
費
用

負
担
を
お
願
い
し
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
ど
う

か
。

町
長

　
狩
猟
者
の
育
成
確

保
を
目
的
に
、
予
備
講
習

会
や
継
続
保
険
代
、
更
新

費
用
に
対
し
補
助
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
の
継
続

者
２
０
名
、
新
規
取
得
者

２
名
に
補
助
を
行
っ
た
。

池
尻

　
捕
獲
後
の
処
理
に

も
か
な
り
の
労
力
が
必

要
。
そ
こ
ま
で
出
来
る
人

材
は
少
な
い
と
聞
く
。
周

辺
自
治
体
で
は
捕
獲
に
対

し
て
報
償
金
を
出
し
て
い

る
所
も
あ
る
。
費
用
効
果

も
十
分
に
値
す
る
と
思
う

が
後
継
者
育
成
を
含
め

て
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長

　
毎
年
の
捕
獲
量
に

増
減
も
あ
り
、
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
は
八
女
猟
友

会
と
協
議
し
て
い
く
。

そ
の
他

　
観
光
推
進
に
お
い
て
、

イ
チ
ョ
ウ
め
ぐ
り
の
今
後

を
質
問
。
観
光
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
地
権
者
支
援
に
も

協
議
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。

▲

いのし し 被害対策用
　 箱わな

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
は

藤島　 玄稔藤島　 玄稔 議員 議員

藤
島

　
都
市
計
画
課
の
新

設
を
尋
ね
る
。

町
長

　
国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
事
業
や
大
型
重
要
案
件

が
本
格
的
に
動
き
始
め
る

見
込
み
で
、
事
務
量
増
大

に
対
応
す
る
た
め
。

藤
島

　
産
業
課
の
改
編
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
農
業
土
木
係
を
事

業
部
門
で
あ
る
建
設
課
へ

移
管
し
、
農
業
、
商
工
業

の
ソ
フ
ト
施
策
を
中
心
に

産
業
発
展
を
促
進
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
政
係
と

商
工
観
光
係
が
連
携
を
深

め
、
農
業
生
産
、
経
営
支

援
、
観
光
振
興
、
商
工
業

の
創
出
育
成
を
推
進
出
来

る
よ
う
に
な
る
。

藤
島

　
建
設
課
の
改
編
は

ど
う
か
。

町
長

　
土
木
係
と
農
業
土

木
係
を
集
約
し
、
土
木
技

術
職
員
の
連
携
協
力
体
制

を
強
化
し
、
人
材
育
成
を

効
率
的
に
進
め
る
。

藤
島

　
国
道
３
号
広
川
八

女
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
は
ど

う
か
。

町
長

　
令
和
５
年
度
に
国

土
交
通
省
が
予
算
化
、
令

和
６
年
度
か
ら
本

格
的
に
調
査
・
測

量
設
計
を
進
め
、

令
和
７
年
度
に
は

主
要
区
詳
細
設
計

業
務
、
物
件
調
査

に
着
手
、
令
和
８

年
か
ら
は
用
地
買

収
に
着
手
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

組
織
の
変
更
に
よ
り
進
め
る

答

そ
の
他

　
人
権
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
、

よ
り
一
層
の
取
組
み
。
教

職
員
の
不
祥
事
防
止
へ
の

取
組
み
を
尋
ね
た
。▲広川イ ンタ ーチェ ン ジより

八女市山間部方面を 望む
（ 掲載許可　 国土交通省福岡国道事務所）



1 2広川町議会だより 　 第1 0 0 号

町政を 問う ！ 一般質問

水落　 龍彦水落　 龍彦 議員 議員

広
川
町
の
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
２
０
２
６
年
か
ら
の
方
向
性
は

専
門
的
な
知
見
を
持
つ
主
任
児
童
員
を
設
け
て

定
数
欠
を
解
消
し
、
児
童
福
祉
の
充
実
を
！

企
業
、地
域
、行
政
が
よ
り
一
層
繋
が
り
を
深
め
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

専
門
性
を
持
つ
人
材
が
い
な
い
か

情
報
収
集
を
継
続
す
る

梶原　 一美梶原　 一美 議員 議員

答

答

水
落

　
外
国
人
の
推
移
は

ど
う
か
。

町
長

　
現
在
５
４
３
人
、

こ
こ
１
０
年
間
で
３
・
４

倍
に
な
っ
て
い
る
。

水
落

　
今
ま
で
の
取
り
組

み
の
課
題
は
ど
う
か
。

町
長

　
言
葉
の
壁
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
・
地
域
で
の
孤
立
や
ト

ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ
る

水
落

　
交
流
活
動
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

町
長

　
地
域
の
祭
り
や
防

災
訓
練
へ
の
参
加
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
交
流
、
ま
な

び
道
場
、
町
事
業
の
参
加

が
ふ
え
て
き
た
。

水
落

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
人
材
確
保
は
ど

う
か
。

梶
原

　
主
任
児
童
員
の
職

務
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
。

町
長

　
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
児
童
の
健

全
育
成
と
安
全
を
守
る
重

要
な
職
務
で
あ
る
。

梶
原

　
近
年
の
主
任
児
童

員
の
配
置
状
況
は
。

町
長

　
定
数
３
名
に
対
し

１
名
の
配
置
で
、
定
数
を

下
回
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。

梶
原

　
定
数
割
れ
が
続
い

て
い
る
原
因
は
何
か
。

町
長

　
募
集
任
用
の
難
し

さ
と
、
職
務
負
担
の
大
き

さ
・
複
雑
性
の
２
点
が
考

え
ら
れ
る
。

梶
原

　
定
数
割
れ
で
職
務

町
長

　
今
後
の
多
文
化
共

生
推
進
計
画
の
検
討
を
は

じ
め
る
中
で
、
材
料
の
ひ

と
つ
に
な
る
と
考
え
る
。

の
遂
行
に
不
都
合
は
な

か
っ
た
の
か
。

町
長

　
個
々
の
ケ
ー
ス
へ

の
迅
速
な
対
応
や
複
数
機

関
と
の
連
携
会
議
の
運

営
、
継
続
的
な
支
援
に
お

い
て
現
場
で
の
負
担
感
が

増
し
て
い
る
。

梶
原

　
主
任
児
童
員
は
専

門
的
な
知
見
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長

　
今
後
、
主
任
児
童

員
に
は
専
門
的
な
知
識
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
で
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
情
報

収
集
に
努
め
る
。
加
え
て
、

業
務
負
担
の
軽
減
と
運
用

の
効
率
化
を
図
る
。

　

　

▲交流イ ベント

▲

登校中の
　 見守り


